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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成27年9月17日(2015.9.17)

【公開番号】特開2015-75177(P2015-75177A)
【公開日】平成27年4月20日(2015.4.20)
【年通号数】公開・登録公報2015-026
【出願番号】特願2013-212112(P2013-212112)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｊ  15/32     (2006.01)
   Ｂ６０Ｔ   8/48     (2006.01)
   Ｂ６０Ｔ   8/1761   (2006.01)
   Ｂ６０Ｔ  17/00     (2006.01)
   Ｆ０４Ｃ   2/10     (2006.01)
   Ｆ０４Ｃ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｊ   15/32     ３１１Ｌ
   Ｂ６０Ｔ    8/48     　　　　
   Ｂ６０Ｔ    8/1761   　　　　
   Ｆ１６Ｊ   15/32     ３１１Ｒ
   Ｂ６０Ｔ   17/00     　　　Ｄ
   Ｆ０４Ｃ    2/10     ３４１Ｄ
   Ｆ０４Ｃ   15/00     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成27年7月30日(2015.7.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　ブレーキ操作部材（１１）と、
　前記ブレーキ操作部材の操作に基づいてブレーキ液圧を発生させるマスタシリンダ（１
３）と、
　前記ブレーキ液圧に基づいて制動力を発生させるホイールシリンダ（１４、１５、３４
、３５）と、
　前記マスタシリンダと前記ホイールシリンダとを繋ぐ主管路（Ａ、Ｅ）と、
　前記主管路に備えられ、前記ホイールシリンダに掛かる前記ブレーキ液圧の増圧を制御
する増圧制御弁（１７、１８、３７、３８）と、
　前記主管路のうち前記増圧制御弁と前記ホイールシリンダとの間に接続された減圧管路
（Ｂ、Ｆ）と、
　前記減圧管路に備えられ、前記ホイールシリンダに掛かる前記ブレーキ液圧の減圧を制
御する減圧制御弁（２１、２２、４１、４２）と、
　前記減圧制御弁が連通状態にされたときに前記減圧管路を通じて前記主管路から排出さ
れるブレーキ液を収容するリザーバ（２０、４０）と、
　前記リザーバから前記主管路のうち前記マスタシリンダと前記増圧制御弁との間に接続
された還流管路（Ｃ、Ｇ）と、を有し、
　前記還流管路に請求項１ないし４のいずれか１つに記載の回転式ポンプ装置が備えられ
、



(2) JP 2015-75177 A5 2015.9.17

　前記ホイールシリンダに掛かるブレーキ液圧を増減することで車輪がロック傾向に至る
ことを抑制するアンチロックブレーキ制御を行い、前記回転式ポンプ装置にて前記リザー
バ内のブレーキ液を前記主管路に返流するように構成されていることを特徴とする車両用
ブレーキ装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　ブレーキＥＣＵ７０は、車両用ブレーキ装置１の制御系を司るもので、ＣＰＵ、ＲＯＭ
、ＲＡＭ、Ｉ／Ｏなどを備えた周知のマイクロコンピュータによって構成される。ブレー
キＥＣＵ７０は、ＲＯＭなどに記憶されたプログラムに従って各種演算などの処理を実行
し、車輪がロック傾向に至ることを抑制するアンチロックブレーキ（ＡＢＳ）制御や横滑
り防止制御等の車両運動制御を実行する。具体的には、ブレーキＥＣＵ７０は、図示しな
いセンサ類の検出信号に基づいて各種物理量を演算し、その演算結果に基づいて車両運動
制御を実行するか否かを判定する。そして、ブレーキＥＣＵ７０は、車両運動制御を実行
する際には、制御対象輪に対する制御量、すなわち制御対象輪のＷ／Ｃに発生させるＷ／
Ｃ圧を求める。その結果に基づいて、ブレーキＥＣＵ７０が各制御弁１６～１８、２１、
２２、３６～３８、４１、４２およびギヤポンプ１９、３９を駆動するためのモータ６０
を制御することで、制御対象輪のＷ／Ｃ圧が制御され、車両運動制御が行われる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図５】

【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図６】
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